
初級日本語学習者による助詞「はj・「が』・「を」の習得過程

井内　麻矢子

　　　　　　　　　　　　　　　　要旨

　本研究は初級日本語学習者4名を対象とした縦断的第二言語習得研究で、初

級日本語学習者の中間言語のシステムを、助詞の習得という観点から解明する

ことを試みている。外国人学習者にとって日本語の助詞は習得が困難とされて

いるが、今回は、助詞「は」　「が」　「を」を取り上げ、その習得過程に関する

考察及び先行研究との比較検証を行った。その結果、①「は」　「が」間での誤

用は一定の学習期間を経た後で増加する傾向が見られる、②学習の早い段階に

おける「は」　「が」　「を」の正用順序は「を」〉「は」〉「が」で、先行研究に

多く見られる「は」〉「を」〉「が」とは一致しない、ということが分かった。

〔キーワード］縦断的第二言語習得研究・中間言語・助詞の習得・正用順序

1．はじめに

　初級段階における日本語学習は基本的な文法の習得が主となっており、その

中でも助詞学習の占める比重は大きい。第二言語学習者の内部には、学習者の

母語でもなく、学習目標の言語でもない、学習者独自の言語システムが構築さ

れると考えられ、それを「中間言語」と呼んでいる。学習者は学習言語を習得

していく過程において様々な仮定をたて、それを検証することを繰り返し、そ

の時々によって内在する中間言語構造も変化していると推測される。助詞の習

得過程においても同様のことがいえるが、その詳細はまだ明らかではない。助

詞の習得に関する横断的調査はいくつか見られるが、それらは習得過程の一局

面を示すのみで、連続した学習過程を提示したものは少ない。本研究では4名

の初級学習者を対象とし縦断的にその学習過程を調査分析することにより、そ

の詳細を明らかにしようと試みるものである。分析の対象としては、学習初期

段階に導入され使用頻度も比較的高い助詞fは」　「が」　「を」を取り上げた。
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2．研究概要

2－1．対象学習者

本研究の対象となった学習者は以下の4名である。

学習醐聯 出身 母語 職業

学習者A（女性） 22 ニューシ㌧ランド 英語 埼玉県AET

学習者B（男性） 22 ニェーシ㌧ランド 英語 埼玉県AET

学習者C（女性） 22 アメ頻 英語 埼玉県AEτ

学習者D（男性） 24 デンマ汐 デンマゆ語 数学研究員

＊AET：Assistant　English　Teacher

2－－2．学習期間

　本研究で取り上げた学習期間は以下の通りである。授業は実習期間以後には

週1回（約2時間）の頻度で行った。

学習期間 学習時間

実習 1992／8／8～8／15 18h

実習後 1992／9／18～1993／12／17 ll4h

＊実習：1992年度日本言語文化専攻夏期日本語教育実習

2－－3．学習内容

1）主教材：A孤Introduction　to　Modern　Japanese（The　Japan　Times）

　　　　第1課～第22課

2）副教材：24Tasks　for　Basic　Modern　Japanese　Vol．1（The　Japan　Times）

2－－4．分析資料

　分析の対象としたのは学習開始後第7週～第71週の間に行われた約20回分の穴

埋め式筆記試験（助詞テスDと、第10週～第71週の間に書かれた学習者の自由作

文（日記）の2点である。

2－5．分析方法

　それぞれの助詞が助詞テストでは選択されるべき箇所、日記では使用されるべき

箇所において正しく使用されている場合を正用とし、それ以外を誤用とした。

誤用には、D誤選択、2）脱落、3）付加の3種がある。　（下例参照）
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〈助詞「は」の誤用例＞

1）「に」の誤選択；しけんにどうでしたか。

2｝「は」の脱落；ここでたばこをすって×いけません。

3｝「は」の付加；そのくろいはカメラをください。

　これらをもとに正用率、誤用率、その他を百分率で算出した。また、習得の

推移を見るため学習期間を以下の3期に分けている。

　1期；学習開始（92．　8．　8）～学習開始後第25週（93．1．30）

　ll期；第26週～第50週（93．7．24）

　皿期；第51週～第71週（93．12．18）

3．分析結果及び考察

3－1．助詞「は」　「が」　「を」の習得状況

3　一一1－1．分析結果

　2　一一　5．の手法をもちい、各学習者ごと、各助詞ごとにどのような誤用を起こ

しているかを分析した結果（詳細は本稿末添付の《資料》参照）、助詞テストと日

記に共通して見られた誤用傾向は以下の3点であった。

　①「は」「が」間での誤用がE期に増えている。

　②①の傾向において、どちらかというと「は」の過剰般化傾向が強い。

　③「が」は「は」に限らず過剰般化される傾向が強い。

3－1－2．結果考察

　「は」　「が」問での誤用がff期から増える傾向については第25週に導入され

た学習項目「連体修飾節」に関連があると思われる。この学習項目においては

次のような変換ドリルが行われている。

私はこの映画を見ました。一…）Lこれは私が見た映画です。

　下線で示したように同じ語を受ける助詞が「は」から「が」に変わっている。

この練習が第26週以降の「はj　「が」間での誤用に影響したのではないかと考

えられる。また、この学習項目に限らず、第25週以降に連続して「が」を使用

する表現が導入されている。このように、助詞の新しい機能の導入が原因とな
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り、初期段階では現れなかった誤用が現れたことが考えられる。

3－2．助詞「は」　「が」　「を」の正用順序

3－2　一一1．分析結果

　助詞テス吸び日記における助詞「は」　「が」「を」の期毎の正用順序は以下の

通りであった（詳細は本稿末添付の《資料2》参照）。

〈助詞テスト及び日記における正用順序〉

学習者A　　　　　　　　　　　　　　学習者B

1 助 を〉は〉が 日 を〉は〉が
『　一　一　－　一　一　一　一　一　鈴 帰　“　聾　一　階一　噂　脚　唱　鞘

H 詞 を〉が≧は を〉が≒は
一　精　一　鞠　一　魑　一　吻　一　口 騨　一　一　一　蝉　一　辱　　　一　一

m テ を〉は≒が 記 を〉が≧は

1 助 を〉は≧が 日 を≧は〉が
噂｝　罹　噛　鴨　一　一　一　喝　申 ，　｝　，　一　邑　一　隔　一　鶴　噸　辱

H 詞 を〉が≧は を〉は≧が
一　｝　鴨　一　一　一　一　一　一　r ，　　一　鴨　一　馬　一　凸　噂　順　＿　，

皿 テ を〉は〉が 記 は〉が〉を

学習者C

1 助 を〉は〉が 日 を〉は〉が
嶋　噛　鞘　鴨　一　圃　　＿　騒　＿　階 一　一　禰　一　n　一　幽　一　り　鞘

H 詞 を〉が≒は を〉は〉が
一　櫓　一　晒　鮪　“　噛　F　噸　隅 軸　榊　，　鞘　，　一　一　一　旛　蜘

皿 テ を≒は〉が 記 は〉が＝を

学習者D

1 助 を≧は〉が 日 を≧は〉が
，　一　¶　一　冒　一　響　一　一　一　一 ｝　｝　馬　一　隔　聯　轄　一　一　｝　一

豆 詞 を〉は≧が は≧を〉が
一　一　軸　蝸　吻　｝　　，　　一　、　＿　　一 ‘　一　，　髄　　一　噸　　一　一　－　＿　■

皿 テ を≧は〉が 記 を〉は≧が

　これらの結果より、正用率による助詞の正用順序について以下のことが分か

った。

〔1〕助詞「は」　「が」　「を」のうち「を」は三期を通じて一一ts高い正用率を

　　　示す傾向がある。

〔2〕助詞「は」と「が」では「は」の方が正用率が高い場合が多く、逆転す

　　　るときは差が少ない。

〔3〕　〔1〕と〔2〕より、本研究の初級日本語学習者における、助詞「は」

　　　fが」　「を」の正用順序は「を」〉「は」〉「が」であると推測できる。

3　・一　2－2．結果考察

　本研究の正用率をもとにした助詞の正用順序が、主として「を」〉「はj＞

「が」であったという結果は、　「を」がfは」より正用率が高いという点にお

いて、ほとんどの先行研究（注、｝と一致しない。調査方法の違い等、様々な要因

が考えられるが、何より被験者となった学習者のレベルの違いが関係している
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と思われる。先行研究のほとんどが、日本に滞在している中級以上の学習者を

対象としているのに対し、本研究の学習者は滞日期間こそ1年をこえるものの、

総学習時間は約130時間と、日本語能力試験4級の想定する初級前期の学習時間

150時間にも満たない。また、3－1－2．で述べた「新しい機能の導入がその

助詞における誤用を増やす」という仮説を支持するならば、第59週に「通過の

空間を示す」という機能が導入されるまで、事実上「行為の対象を示す」とい

う単機能であり、一定の決まった動詞述部と結びつきやすかった「を」の正用

率が、学習が進むにつれ下がるということも考えられる。これらの考察により、

「を」〉「は」〉「が」という正用順序は、初級学習者の一つの習得段階に過

ぎず、今後「は」〉「を」〉「が」という正用順序に変わっていくという習得

過程の予測がなりたつことになる。

4．おわりに

　本研究は被観察者4名のケー．－Lススタディである。初級学習者の助詞習得過程

の詳述は、ほぼなし得たとは思うが、今後の課題として、もっと多彩な学習者

を対象とし、今回得られた仮説の追検証を行っていく必要がある。またデータ

の収集分析方法をもっと多角的にし、研究の深化をはかりたいと思っている。

〔謝辞〕本稿はお茶の水女子大学人文科学研究科日本言語文化専攻における修士論

文の一部に加筆修正したものであるが、本研究をまとめるにあたり、水谷信子先生、

また長友和彦先生に数々の御助書を頂いた。心かち感謝を申し上げたい。

（注1）

今回攻り上げた先行研究は以下の9論文である。これらのうち「を」〉「は」＞fが」という

本研究と一致する正用順序となったのは石田（1991）のみであvた。

Ru＄se　l，R．A．＜1985｝，’自h　Ana妻ys｝s◎f　Student　Errors　i　n　もhミ＞Use　of　Jepanese　－』IA　and　－G臼．”

　　　　　　P自F）ER＄　1N　LINGUIS丁！CS　1＄－2

Saka蹴ot◎，T．〈1993｝”◎n　自oqu　i＄i毛ion　◎rく糞er：　JepaRe＄e　Perモicleミ∋　W自　end　GA，”

　　　　　　PfミOOEεD！NGS　OF　THE　4Tト｛CONFERENCE　ON　SECOND　し自醤GU貞GE　RESEARCH　IN　J自P酬

　　　　　　国際大学大学院国際関係学砺究科語学プログ弘

Yagi・k・（1992）”The　Acouracy◎rder　of　J3p韓nese　Particles．”　「e世鼻の日本語教rs　S　2　国際嚢流基金

石田敏子　cag91｝「フランス語謡番の日本語習得過程」　庁日本語教育茜75号
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久保田美子q993｝「第二言語としての日本語の縦断的習得研究一初級学習者を対象として一」

　　　　　　　　お茶の水女子大学修士謡文

小森早江子・坂野永理U988）研究例会発表要旨：「集団テストによる初級文法の習得について」

　　　　　　　　　　『日本語教育邊64号

土井利幸・吉岡薫（1988）「助詞の習得における歯語運用上の制約一ビーネマン。ジョンストンモデルの日本語

　　　　　　　　　　　習得碕究への憲用　1）j

　　　　　　　　　PR◎CEED　I　NG＄　◎F　丁HE　1＄『「　CONFERENCE　◎N　SEC◎ND　しANGUAGE　ACQui＄lTI◎N　自ND　TEACH　I　NG

　　　　　　　　　THE　しANGU自GE　PROGRA「呪S　OF　THE　I凶TERNAT　I　ONAL　UN　l　VERS　I　TY　◎FJRPAN

長友和彦　（1ggw「誤用分析研究：日本語の中間奮語の解明へ向けて」　e第2言語としての日本語の教授

　　　　　　　　・学習過程の研究』　平成元年度科学研究費補助金（一般研究㈲）碍究成累報告書

松田由美子・斎藤俊一G992）「第2蓄語としての日本語学習に関する縦断的事例研SC　J

　　　　　　　　　　『世界の日本語教育』2　国際交流基金

〈参考文献＞

Banno．E．9S．Koraor　i．（1989｝”禽sruBY◎F　JfiPANEsE　AcQulslTI◎N　ORDER．”if白馬夏季雷語学会論文集』第3号

　　　　　　　　　　　　白馬夏季雷語学会

Yo＄hi◎ka，K、，Y．Tq励らru、寒　S．K｛mura（！992）”しongitud　l　r粕l　developmen毛　of　JRpanese　sen急ence　struoture＄：

　　　　　　　　　　　　a　c8se　of　ore】　product藍on　bり　s　bく　甚eernors．”　　』10RKING　PAPERS　UOL．3

　　　　　　　　　　　　T｝撃　LI4NGUAGE　PROGRAMS　OF　THε　lNTEF～NRT　I　ONAL　1．”9　1りERS！TY　◎FjAPAN

（お茶の水女子大学人間文化研究科）
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』《資料》

〈助詞テ：ストにおける助洞「は」

学習者A
ドは」

「がj　rをjの習得状況〉　　（｛》内％〕

A 撒 正用 誤用 脱落及び誤選択 付加及び誤用先

脱藩 が を に へ で の から 榔 肋 が を に で の も から

1期 魂
欝‘5B．3） 粉｛41．7》 　1

o2」》

Q o 　3

ｭ63｝

o 　2

P4．9

　2

s4．の

o 　1

e£，i》

　1

浮Q4》

0 o o 　4

e8．9｝

　5

痩轤S》

　1

e2．t》

0

韮期

騰
絹屯5巨．9） 遡星4マ．童｝

　4

ｭ4．マ）

　5

ｭ5，9）

　2

ｭ2．4）

　2

ｭ2．4き

　3

e3．昏）

　1

ﾄ1、の

　3

sa．5｝

　1

普D2）

　1

~t．2》

　4

ﾄへ？）

　9

Dg．δ）

　1

普D2｝

　1

ﾄ1。2》

o 　1

sL註》

　1

eL2｝

　1

ｭ1．浴

皿期 鵬 44

e6e．8）

四ξ3ユ．a》 　1

eL8》

　5

o7．3）

　3

ｭ4．7）

0 o 0 　3

N4．？）

0 o 0 　5

ｭマ3｝

　2

ﾈ暴、1》

　1

普D6｝

o 0 o 0

「が」

A 総数 正用 誤用 脱落及び誤選択 付加及び概用先

脱落 は を に も 伽 は を に で も じゃ か

ヱ期 t？ 　9
P52．9｝

　8
e4〒．1》

o o o 　3

浮P？．B｝

0 o o o 　4
ｭ23．容｝

o 　1

o5．9）

0 0

π期 53 　龍

S54．琶）

齪‘4ら．B｝ 　2

e3．4｝

　9

e婚．3｝

　3

?T．1き

0 o 　2

e3．4》

　5

ｭ3．さ）

　含

ｭ3．4）

　1

eユ．7）

o 　1

eユ，？｝

　1

eL7）

　1

пDマ）

皿期 53 　aδ

e6？．9｝

　ユ7

?R2．1）

0 　5

ﾄ臼．4｝

　3

g5．瓢

o 　2

e3．＄》

o 　5

ﾄ9．4）

o o 　2

氏De》

o 0

「を」

A 総数 正用 醸用 税落及び譲選択 付加及び誤用売

脱落 は が へ の 付加 は が に で か

1期 諭 2δ

s83．3）

　5
eユ6．B》

　3

浮X．8）

0 o 0 0 　1

Pa．9》

0 0 o o 　1

P3．3）

置期

蕊 4t

e？3．の

　15

o2B．8｝

　2

s3．6｝

　1

et8）

　2

e3．6》

　2

e3．6》

　1

e1．8｝

　2

e3．o）

　2

e3．8）

　3

ﾄ5．4｝

0 o o

皿期 44 33

ﾄr隠．9｝

　11

e25．9）

　1

e2．3）

　2

e4．5）

o o ⑪ 0 　3

o8、9）

　3

eδ．9）

　1

�Q．3》

　1

o2．3）

o

学習考B

rは」

B 総数 正用 誤用 脱落及び鹸選択 付加及び誤用先

脱落 が を に へ で の と

碗 付加 が を に で の も じゃ

1期
騒 　3雫

ｭ舘．5｝

　ユ7

e3L昏）

　1

e1．日）

o 0 　2

e3．？）

◎ o 0 o 　1

s1．9）

　2

ｭ3．瞥

　1

ei．9）

　1

ﾄL9）

　1

s1．9）

　3

P5．6》

　2

曹R．7）

　3

Ps．駐》

0

亘期

晒 41

ﾘ臼．設｝

糾‘51．9＞ 　1

dL2｝

　ユs

獅T．3｝

　1

普D2）

　1

eLa）

　1

ｭ皇．2）

　1

ｭt．の

　2

e2．4）

　2

ﾄ2．4）

　2

ﾄ塗．4｝

　6

C？．1｝

　19

с?Dき）

o 　1

ｭ！．2）

o o 　1

пD津｝

　2

e2．4）

斑期 唇9 　聞

ｦa．6｝

　犯

e囎．δ）

　1

eLδ｝

　4

e5．9）

　1

o1．恥

o o o 　1

ｮ1．5｝

o 0 0 　！駐

ﾙ4．7）

　1

o皇．5｝

0 0 0 0 o

rが重

B 総数 正用 誤用 税落及び譲選択 付加及び誤用先

脱落 は を に も 欄 は を に で 融
1期 1マ 　u

X64．7》

　6
ﾃ5，3》

0 　1

e§．9》

o 0 0 0 o o 　5

e含9．4｝

o 0

口期 疇9 34

o49．訪

35

e59．7）

　2

曹Q．9）

　19

e14．5｝

　1

e生．り

　1

eL4｝

o 　1

d重冒4）

　13

o13．の

　3

e43）

　2

oa。9）

o 　2

ﾄ2．9》

皿期
認 　s1

ｭ5詠．｛｝》

鯉婦L5き o 　旭

≠R．騎

　1

eL9｝

　4

曹V．塾）

　1

ｭ1．9｝

o 　4

e？智δ）

o 0 　2

P3．a）

o

「を」

B 総数 正用 誤用 脱薄及び誤選択 付翔吸び誤用先

脱落 は が へ で の 付加 は が に も か

1期 紹 　32

ｲ4．4｝

　1蓬

浮U．6）

　1

e2．a｝

　1

o2．き）

o o o o 　1

e窪．言）

o o 　3

ｭ7．の

　2

e4，守｝

　3

e穿．騒）

旦期

駈 　42

ｮお．4｝

　i3

e欝．8｝

　1

oL3｝

o 　3

e昏．6》

　1

ﾄL9）

　1

d1．巳き

　1

e1．9｝

　1

o1，9｝

　1

S1．3）

　1

d1．竜）

　1

e1．齢

o 　2

e陰．疇）

巫期 き9 　き！

e鴇．6｝

　ε

ﾉ臥s｝

　1

s2．B）

　1

o2昏唇）

0 ◎ 　1

o2．8》

　1

oa．B）

　1

o2．ε轟

　1

d2．懸｝

　1

ﾊ2．6｝

　1

ｭ2』6）

0 o

一252一



学習者C
rは」

C 撒 正用 韻用 薦及び誤選択 材加及び誤爾先

脱落 が を に で の と 礫 付加 が を へ で の も と から

1期 Si き？

e箆．6）

14

e2マ．6｝

　1

sを．廊｝

o o 　2

s3．9｝

o 0 o 　1

o2．⑳

　2

o3．9）

0 　1

e2。8｝

奪 　2

S諺．9）

　3

P5．9）

o 　2

ea．曉）

o

π期

癬 4？

e54．7）

鵠竜46．3｝ 　7

oB．i｝

　3

浮ｫ．5）

o 　2

S2．曾｝

0 　5

e5。9｝

　1

oL曾｝

o 　3

e3．5）

　7

l9．霊｝

　6

e？．⑳

　1

ﾅi．2）

o o 　2

?Q．3｝

　1

普Dの

　1

oi．勃

皿期 ？4 4マ

e33．5｝

餌｛3B．5｝ 　1

ｭ1．4｝

　4

ｭ5．4》

　3

ﾄ4．1｝

0 　1

eL4｝

　1

si．4｝

o o o 　重2

ｮ6．2》

　1

~L4｝

　1

ﾄ1．4｝

　2

ﾄ2．n

　1

ｭ工．4｝

o 0 o

「が］

C 総数 正用 誤用 脱落及び饒選択 付加及び誤用先

脱落 は を に の か 伽 は を に で の じゃ と

重期
量e 19

ﾌ醗．5》

　8
P37。5）

　1

痰U。3）

o 　1

e33｝

o o o 0 0 0 　4

o25．B》

o 0 0 o

猛期

紺 2マ

s襲．！｝

22

e4‘。e）

o 　7

P14．9⊃

　5

d19．2）

　1

ﾄ2．9）

o 　1

Pε．a》

　1

曹Q．a）

　3

e3．1）

　1

ﾄ2。m

0 ◎ 　1

P含．3）

　2

ﾄ4．！》

o

班期
鵠 39

�＝Cs｝

　26

o4e．4｝

Q 　1慶

e2！．4｝

　2

eき．き）

　2

s3．醤｝

　1

PL9）

　1

P1．a｝

0 　4

s7．i》

　2

ﾄs．6｝

0 　1

ﾄ1．暮｝

0 o 　1

ﾄユ．＄｝

fを」

C 総数 正用 誤用 縣藩及び睡選択 付加及び誤用先

麗落 は が に で 伽 は が に で も か

1期

お 29

渠?Do勝

　？

e19．4）

　1

o2．9》

　1

ｭ2。き）

0 o 　1

s2．8）

　2

ﾄ5．6｝

0 　1

o2．9》

0 0 　1

ﾄa．o》

o

豆期

獣 35

U4．8｝

　19

ｭ35。2》

　3

e5．6｝

　6

sn，ユ）

　1

|腹．9》

o 0 　2

o3．亨）

o 　5

e9．3》

o o 0 　2

e3．7》

皿期

嘱 29

ｭ33．6》

　岱

@8．4》

　2

e4．5｝

　1

P2．3｝

　2

e4．5）

　2

曹S．5）

o 0 　3

s6．9》

　2

ｭ4．δ》

　2

ｭ4．5）

　2

P4．5》

o o

学習者D
「は』

D 総数 正用 誤用 脱落及び誤選択 付加及び誤用先

脱蔭 が を に の も ㈱ が へ に で の と

1期 朽 87

s82、2》

　e
рV．e｝

　1

eR．2）

0 0 0 o 0 o 　2

ｭ4．4》

　1

o2．2）

　3

so．7｝

　1

e2．2》

o 0

韮期 6巳 竪3

ｭ77．9｝

　1s

s2a．1｝

　8

eiL恥

o o 　1

et．5）

　1

ﾄ皇．さ》

　1

ｭ豊．5｝

　1

ｮt．葛）

　1

ｳL5｝

0 　1

oi．δ》

o 0 　1

s童．5）

阻期

琳 39

Q？2．2）

　15

ﾄ2？。巳｝

o 　5

o9．3）

　2

Pき．7）

o 　2

�R．？）

0 0 　5

ﾌ93｝

o o 0 　1

ｭt．9）

o

fhS］

D 総数 疋用 誤馬 脱落及び韻選択 付加及び誤用先

脱落 は を に で 枷 は を に ”や と

！期

13 　9
ﾄ5日．9》

　暮

e59．9》

　1

P6，3）

　2

s12．5》

0 o o o o 0 　5

e3皇．3》

o o

憂期 峻 凄！

g73、暮）

　質

s2δ．2｝

　5

e！L9）

　1

ﾈ2盲4》

　2

o43）

o o 　1

Q2．毒》

0 0 o 　1

ｭ2弓4》

　1

g2．4）

皿期
岨 　a臼

ｦ．2｝

　16

ｫ4，8｝

0 　5

浮〟D9｝

　1

P2．の

　3

ﾄ6．s｝

　1

ｭ2．2）

o 　5
eユ総．禽》

　1

o2．2｝

o o o

rを」

1） 総数 正用 誤用 脱落及び醸遥択 付加及び誤用先

厩落 が で 付加 ほ が に と

1期 箆 2マ

e34．4）

　5
^碁．8》

　＄

ﾌ9．4｝

o 　1

ｭ3。算

0 o o o ρ1・

P3．1）

皿期 49 44

X9．3｝

　s

�繧ﾌ

　2

e4．1｝

0 0 　1

e2．B｝

o 　2

e4．，｝

o o

皿期

鵠 aβ

e74、額

　9
e25．マ）

　2

沛m．？》

　1

e2．9）

　1

e慶．9》

　1

s2壽）

　2

e5．7）

　1

ﾓ2．9》

　1

謾X．9》

o
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ぐ日記における助詞「は」「が」「を」の習得状況〉　〔G内％）

学習者A
「は」

A 垂i§数 正用 誤用 脱落及び誤選択 付h吸び誤用先

薩 が に 付加 が を に も

1期 鍵 7t

isδ，6｝

　1韮

o13．4〕

o o ◎ 　4
i4，91

　2
ｭa、4｝

0 　4
i4、91

　1
iし2｝

1期 璽i7 87

iア4．4｝

3題

ia5．61

　5
o4．3｝

　工

ｭ8，9｝

　7
i6、趣〕

　？

o6．91

　6
ｭ5．11

　1
i臼．91

　3
ｭ2、6」

o

皿期
認 2＄

i？3，71

　9
ｮ2631

　5
it3，11

o o 　1
i2．6｝

　4
痩P，51

0 0 o

「が」

A 魏数 正用 齢用 脱落及び誤選択 付加及び誤用先

朧 は を に じゃ 付加 は に 蘭1期 14 　6
i42．9｝

　＄

i57、B

　3
i2t、41

　2
it4．3】

　2
曹S、31

o Q 　1
ｭ？．u

0 0 0

∬期 s茎 38

iマ4，5！

B（25，5】 o 　6
曹狽W】

　1

i2』1

　3
i5．9〕

　1
i2、臼1

0 　1
i2．9｝

O 　1
o2．瑚

皿期
お 亀s

i7S．3｝

　s
i2し71

o 　4
曹V．4｝

O o Q o o 　1
i4．31

o

「を」

A 緻 正用 誤用 脱薄i及び誤選択 付加及び誤用先

朧 は に で ・口 が へ に

1期
餌 59

i92．a〕

　5
i7，81

1u、6｝ o O 0 O 2（3、u 1（t創 1（L61

H期 93 3s

i89．81

t臼

曹X．2】

O 工（L⑤〕 3（3、n 1く［』1 1（！、④ 　⊥

i皇．9｝

　1
i1．o】

2（2．巳〕

皿期 58 53

i9t41
　5
i8．6｝

o o 2（3、畠 O 3（5．21 o O O

学習者B
「は」

B 緻 正用 誤用 脱落及び誤選択 付h吸び誤用先

蹴 が を に へ の 付加 が に で の
1期 It4 93

i釧．61

2t

曹W．41

0 0 0 o 　1
i9，91

　2
i霊．8｝

　t2

i19．5｝

　1
ｭ9．91

　2
i1．s1

　1
k巳．91

　2
早D3】

E期 93 75

i8邑．6〕

　1＄

i19、4｝

　2
i2．21

　3

~3．21

　1

it．n

　3
i3．21

o Q 　3
ｭ3、21

　5
i5、4】

o 　1

iLn
o

皿期
綿 45

i31，8〕

　4
is．2｝

Q 　1
i2，⑳

0 　工

ｭ2、9｝

O 0 o 　1
iを．臼｝

　工

ｭ2．臼｝

O 0

「が」

B 総数 正用 誤用 脱落及び誤醤R 付加慶麟用先

鐘醜 は を に へ で 付加 は
1期 16 　7

i聡、s1

　9
ｭ5s．31

　2
ｭt2，6｝

　工

ｭ6．31

　工

is．31

　3
ｭと3、61

　1
ｭ台、3｝

　1

o63｝

Q o

E期 4t 3a

ｭ7＄．脚

　9
i2黛，臼1

o 　5
ｮ1を，烈

o o 　1

ia4〕

o o 　3
i7、3！

皿期 含3 19

ｭsミ．s｝

　4
ｭ17，41

o 　1
i4．き1

　2
~s、7｝

o o Q o 　1

ｭ4、31

「を」

B 該鐡 正用 誤偏 員鍾落逓び諜選択 付加産び誤用先

脱落 へ の 付加 は が に

1期 46 33

ｭ＄2，6｝

　s
曹V，41

o o o 6（t3、融 o 　1
i鼠21

　1
ia．ε｝

口期

鈴 39

~9尽、71

　4
~9．3｝

1く2、き｝ （） 工（a3｝ 1（s、3｝ 1（2．s｝ o o

皿期
舘 a璽

oア5．唖強1

　ア

i詮5、創

1（3．61 2（？、11 Q 1〔3．61 o 　2
i7．1｝

　1
o3、s｝
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学盟者C
「はj

C 微 正用 誤用 朧及び誤選択 付加及び誤用先

蹴 が に と 付加 が を に で の と 欄
1期

蕊 　42

i76、41

　望3

i23．6｝

　4
iマ．3｝

o 　2
i3．61

　2
i3，6｝

　2
o奪．61

o 　1
s1．3｝

o 　1

it31
　1
iL3｝

o o

H期 7i 5詮

i鴨、斜

　ig

ｭ26、3｝

　6
ｭ3．51

◎ 　3
ｭ轟、a｝

o 　2

ｭ2、31

　6
is、5｝

O 　工

ｭt，恥

o O 0 　1

ｭ1浦
皿期 26 a竃

ｭ39．＄≧

　5
早吹A齢

◎ 　1
ｭ3、s｝

o O 　2
i7．7！

　1
i3．＄1

O 0 0 ◎ 　1
i3、き｝

o

「が」

c 緻 正用 誤用 脱落逓び誤避尺 付b吸び誤用先

醜 は を の 伽 は を 舳
1期 9 5（55．6妻 4く逗4．4｝ 1qLn o o o 1（u．11 o 2｛aa、2｝ o

1期 註9 応く5Lア1 t4

s4a．31

マ（2茸、13 6（脳．？｝ o o Q o o 1く＄、4｝

巫期 重s 9（6応、劔 6く聰、6〕 o ユ（6．7｝ 2《！き、3｝ ⊥（s，71 1（6．71 1（＄．マ〕 o 0

「を」

c 総数 正用 誤用 膜落及び誤選択 付加及び誤用先

鵬 は が に な 付加 が に の も

1期 62 　5念

i33、91

　勘

i正6，n

　2
ｭ3、a1

　工

it、δ｝

　2
i3、2｝

Q 　工

it．s】

　3
i4．s｝

Q 　1
iし6｝

o o

π期 57 　52

i9皇、a

　s
i＄，s〕

　2
i3、5｝

o o 　1
普C8｝

o （） o 　二L

iLs｝

Q 　工

iし＄1
斑期

魍 　亀s

i6⑭．顔｝

　t2

i4臼，創

　2
~6．？｝

O o 　1
ｭ3，3｝

o 　4
it＄．3｝

　2
i6、7｝

　2
i6．ア1

　工

i3，31

o

学瀦D
「は」

D 緻 正用 誤用 脱落及び誤選択 付加及びi誤用先

麟 が を に で 付加 が を に 蘭
1期

餌 56

i87．51

　8
ii2，51

　4
s6，3｝

o 　1
i1，61

Q O 　1
it．61

　2

i3、n

o O 0

1期 62 49

i79．臼｝

　象3

i2t6⊃

　3
i4，＄｝

o o 　1

it6｝

o 　2
i3，2〕

　4
i6，53

　工

st，6｝

o 　2
i3．2｝

皿期
聡 ε9

i了2．5｝

　n
i2マ．5｝

　2

o5．囲

　2
ｭ5、ω

0 　1
i2、51

　1
i2．5〕

　1
i2，51

　2
i5．9｝

O 　1
i2．Sl

　1
ia、51

「が」

D 総敷 正用 誤用 脱落澄び灘駐R 付加愛｛齪用先

麟 は を に 付加 は
1期 重5 11

i73，31

4｛as，7｝ 2q331 aq3、31 o o o o

E期 欝
細ミ碗，6｝ t3

i39，4｝

8｛24詮｝ 4（12，u 工（3．＠｝ o o o

皿期
錫 2t

ｭ〒6，邑1

9（調、臼1 2（6、71 2く6、7〕 1く＄．3｝ 工（3．31 ユ（3，31 2く6，71

「を」

D 緻 正用 誤駕 脱落及び襲選択 呑　　び誤用先

脱落 は で 付加 は が の と

1期
留 34

i9蓬、91

　3
i＄．霊〕

2（5．41 ○ O ◎ 1（a，7峯 o o o

E獺 鈴 25

i7も劇

　き

~24．a

4q2．t｝ 1（3，覇 1（3、睡〕 o o 1〈3、⑳ 1（＄，励 o

巫期 念9 27

i93、11

　2
is、91

o o o O o 1（3、41 o 1（3、41
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＜＜資料2》

く助詞テストにおける助詞「は」「が」 「を」の正用率の推移〉（表内単位％）
．ム．助詞テ は が

1期 58．3 駿．9 83．3
H、 52．9 54．2 73．2

皿期 6e．8 67．9 75

．C助詞テ は が

1、 艶，5 62．5 8日．6

H，、 54．マ 55．1 64．8

皿 63．5 53．6 63．6

学留巷A
｛⇒

，職 ＋歌
に∬壷

＝r．）．r．h』V‘S－；一；L＝；t：ご：こ譲ご：こご：：：　：1－　）一　：一こごごご：翼瞬

．B助詞テ　　は が

1　　　　　68．5 64．7 74．4

1．　　　　　48．2 49．3 76．4

皿　　　　　　73．5 58．5 79．5

．D助詞テ は が
1 82．2 5の 84．4

1． 77．9 73．s 89．8、

皿 72．2 65．2 74．3

s

塵

趨 國」唖・一‘一」‘一■，國一鴫一「【¶、，P駄一，覧魎唱，「，昌馬「、瞥覧覧 A5昏覧「，覧亀9」糧唖L5、，噛」・P曽臨・・臨■噛■‘L嘔ム幽■凸艦，「一‘－r
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